
１．事業概要

２．歳出支出済額及び財源内訳

事業費節別財源内訳

４．コスト分析

行政費用 A

(1)現金を伴う支出　　 （千円）

(2)現金を伴わない支出 （千円）

①減価償却費

②退職給与引当金繰入額

③不納欠損額

④その他 ( )

※1 事業費（支出済額）・・・令和元年度以前の事業費は、支出済額から非常勤報酬額（「②会計年度任用職員の報酬等」欄の数値）を除いた額
※2 常時勤務職員等の給与等・・・任用形態別の平均給与に人工数を乗じ算出
※3 会計年度任用職員の報酬等・・・令和元年度以前の数値は、非常勤職員報酬額を示すもの
※4 退職金相当額・・・年度内に発生した退職金総額を年度当初一般職員数で除し、事業に従事する一般職員数を乗じたもの

個 個 個 個

備考

6
単位

21
単位

11
単位

市民１人あたりの負担額  A/人口　（円） 7.03 429,317 6.09 433,060 7.22 435,121 6.30 438,968

10
単位

30
単位

20
単位

個 個 個成
果
実
績

指
標
名

事務机等の購入個数

目
標

30
単位

個

実
績

18
単位

0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

-22 2 -1 0

0

-22 2 -1 0

1,964 1,655

②会計年度任用職員の報酬等 0 0 0 0

①常時勤務職員等の給与等 1,833 1,828

③退職金相当額

0

人件費合計（①＋②＋③） 1,927 1,944 2,072 1,738

事業費（支出済額） 1,112 691 1,071 1,028

償還金利子 0 0 0

94 116 108 84

令和3年度

支
出

3,017 2,637 3,142 2,767

3,039 2,635 3,143 2,766

一般財源 1,028　千円

会計年度任用職員(配置数) 0.00人

コ
ス
ト

　年　度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

財
源
内
訳

R3年度
支出済額

費　　目 支出済額　（千円） ３．事務事業に関わる職員数（任用形態別）
分担金・負担金 令和3年度

1,028

千円 県支出金 合計 0.20人工
その他 （　　　　　　　　　　　） ※再任用・任期付（フルタイム勤務）を含み、会計年度

（フルタイム勤務）を除く

常時勤務職員※ 0.20人工
1,028 国庫支出金 短時間勤務職員（再任用・任期） 0.00人工

使用料・手数料

歳
　
　
　
出

R3年度
支出済額

事業費節別内訳

費　　目 支出済額　（千円） 主な内容

需用費

根拠法令等

事業実施内容

人事異動等で必要となったデスクワゴンの購入と庁内用カレンダーの印刷製本を実施した。

千円

1,028　千円 デスクワゴン、庁内用カレンダー

不明 年度 終了（予定）年度

目 01 細目 004 説明 01会計 01 款 02 項 01

事務事業名 消耗器材費 担
当
課

部課名 財務部管財課

予算科目コード

藤沢市　令和４年度事務事業評価シート簡易版（令和３年度分） No. 1

対象 ４．その他 市職員等 約 4,000 人

未定 年度 事業の性質 任意自治事務

事業概要

職員の執務に必要な事務机、事務椅子、デスクワゴン、ロッカー等の共用物品等の購入を行う。

課等の長 宮治　洋介 電話 2371

事業開始年度



　

５．事務事業の評価と今後の方針

６．部長確認欄

1 - 2

部名 財務部 氏名 山口　剛 確認日 2022/9/2

事業の方向性 　現状維持

今
後
の

方
針

公
平
性

事務事業の公平性は高いか 高

そ
の
他

上記評価の視点以外に、特記すべき内容 無

高

効
率
性

事務事業の実施にあたり、効率性は高いか 高

評
価

評価の視点と具体的内容

必
要
性

藤沢市がこの事務事業に対し支出する必要性は高いか 高

有
効
性

事務事業の実施手法の有効性は高いか



１．事業概要

２．歳出支出済額及び財源内訳

事業費節別財源内訳

４．コスト分析

行政費用 A

(1)現金を伴う支出　　 （千円）

(2)現金を伴わない支出 （千円）

①減価償却費

②退職給与引当金繰入額

③不納欠損額

④その他 ( )

※1 事業費（支出済額）・・・令和元年度以前の事業費は、支出済額から非常勤報酬額（「②会計年度任用職員の報酬等」欄の数値）を除いた額
※2 常時勤務職員等の給与等・・・任用形態別の平均給与に人工数を乗じ算出
※3 会計年度任用職員の報酬等・・・令和元年度以前の数値は、非常勤職員報酬額を示すもの
※4 退職金相当額・・・年度内に発生した退職金総額を年度当初一般職員数で除し、事業に従事する一般職員数を乗じたもの

台 台 台 台

備考

87
単位

87
単位

85
単位

市民１人あたりの負担額  A/人口　（円） 400.11 429,317 410.29 433,060 406.84 435,121 337.53 438,968

87
単位

87
単位

85
単位

台 台 台成
果
実
績

指
標
名

公用車の台数

目
標

85
単位

台

実
績

85
単位

0 0 0

0 0 0 0

2,982 1,395 3,402 3,968

-1,132 92 2,071 11

0

1,850 1,487 5,473 3,979

112,918 95,451

②会計年度任用職員の報酬等 0 0 1,395 2,324

①常時勤務職員等の給与等 101,829 101,941

③退職金相当額

0

人件費合計（①＋②＋③） 106,755 108,007 120,373 102,455

事業費（支出済額） 63,168 68,188 51,177 41,730

償還金利子 0 0 0

4,926 6,066 6,060 4,680

令和3年度

支
出

171,773 177,682 177,023 148,164

169,923 176,195 171,550 144,185

一般財源 40,946　千円

会計年度任用職員(配置数) 1.00人

コ
ス
ト

　年　度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

財
源
内
訳

R3年度
支出済額

費　　目 支出済額　（千円） ３．事務事業に関わる職員数（任用形態別）
分担金・負担金 令和3年度

使用料及び賃借料 10,718　千円 有料道路通行料、バス・タクシー使用料、公用車リース料

41,730 備品購入費 10,217　千円 公用車購入費

千円 県支出金 合計 11.70人工
その他 （　車両広告料　） 784　千円 ※再任用・任期付（フルタイム勤務）を含み、会計年度

（フルタイム勤務）を除く

常時勤務職員※ 11.20人工
41,730 国庫支出金 短時間勤務職員（再任用・任期） 0.50人工

使用料・手数料

歳
　
　
　
出

R3年度
支出済額

事業費節別内訳

費　　目 支出済額　（千円） 主な内容

需用費

根拠法令等 その他（要綱等） 藤沢市自動車管理規則

事業実施内容

公用車の維持管理（修繕・法定点検等）の実施、公用車の購入・賃借（リース）契約、自動車損害保険の加入、バス及
びタクシーの賃借を行った。

千円 負担金補助及び交付金 83　千円 安全管理者講習負担金
その他 11,135　千円 旅費、自動車登録手数料、保険料、公課費

9,577　千円 消耗品費、燃料費、車両修繕費

不明 年度 終了（予定）年度

目 01 細目 007 説明 01会計 01 款 02 項 01

事務事業名 車輌管理費 担
当
課

部課名 財務部管財課

予算科目コード

藤沢市　令和４年度事務事業評価シート簡易版（令和３年度分） No. 2

対象 ４．その他 職員が業務を行うための公用車両 約4000人

未定 年度 事業の性質 任意自治事務

事業概要

公用車の適正な維持管理及び運行管理を行う。

課等の長 宮治　洋介 電話 2373

事業開始年度



　

５．事務事業の評価と今後の方針

６．部長確認欄

2 - 2

部名 財務部 氏名 山口　剛 確認日 2022/9/2

事業の方向性 　現状維持

今
後
の

方
針

公
平
性

事務事業の公平性は高いか 高

そ
の
他

上記評価の視点以外に、特記すべき内容 無

高

効
率
性

事務事業の実施にあたり、効率性は高いか 高

評
価

評価の視点と具体的内容

必
要
性

藤沢市がこの事務事業に対し支出する必要性は高いか 高

有
効
性

事務事業の実施手法の有効性は高いか



１．事業概要

２．歳出支出済額及び財源内訳

事業費節別財源内訳

４．コスト分析

行政費用 A

(1)現金を伴う支出　　 （千円）

(2)現金を伴わない支出 （千円）

①減価償却費

②退職給与引当金繰入額

③不納欠損額

④その他 ( )

※1 事業費（支出済額）・・・令和元年度以前の事業費は、支出済額から非常勤報酬額（「②会計年度任用職員の報酬等」欄の数値）を除いた額
※2 常時勤務職員等の給与等・・・任用形態別の平均給与に人工数を乗じ算出
※3 会計年度任用職員の報酬等・・・令和元年度以前の数値は、非常勤職員報酬額を示すもの
※4 退職金相当額・・・年度内に発生した退職金総額を年度当初一般職員数で除し、事業に従事する一般職員数を乗じたもの

上記指標名の設定ができない理由
庁舎の維持管理が主となり、指標が市民数ということから目標設定ができない。

-
単位

-
単位

-
単位

市民１人あたりの負担額  A/人口　（円） 2887.45 429,317 3036.59 433,060 3115.01 435,121 2719.04 438,968

-
単位

-
単位

-
単位

成
果
実
績

指
標
名

-

目
標

-
単位

実
績

-
単位

0 0 0

0 0 0 0

371,309 428,180 428,180 428,180

-485 39 -2,129 -1,505

0

370,824 428,219 426,051 426,675

46,117 35,652

②会計年度任用職員の報酬等 5,656 5,656 15,597 16,503

①常時勤務職員等の給与等 55,162 53,167

③退職金相当額

0

人件費合計（①＋②＋③） 62,929 61,423 63,769 53,534

事業費（支出済額） 805,877 825,383 865,588 713,362

償還金利子 0 0 0

2,111 2,600 2,056 1,379

令和3年度

支
出

1,239,630 1,315,025 1,355,408 1,193,570

868,806 886,806 929,357 766,896

一般財源 672,044　千円

会計年度任用職員(配置数) 7.00人

コ
ス
ト

　年　度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

財
源
内
訳

R3年度
支出済額

費　　目 支出済額　（千円） ３．事務事業に関わる職員数（任用形態別）
分担金・負担金 令和3年度

委託料 393,695　千円 庁舎総合管理業務委託、一時預かり所運営業務委託等

713,362 使用料及び賃借料 98,052　千円 土地・建物賃借料、ケーブルテレビ利用料等

千円 県支出金 1,354　千円 合計 4.80人工
その他 （建物貸付収入、光熱水費実費収入） 36,851　千円 ※再任用・任期付（フルタイム勤務）を含み、会計年度

（フルタイム勤務）を除く

3,049　千円 常時勤務職員※ 4.30人工
713,362 国庫支出金 64　千円 短時間勤務職員（再任用・任期） 0.50人工

使用料・手数料

歳
　
　
　
出

R3年度
支出済額

事業費節別内訳

費　　目 支出済額　（千円） 主な内容

需用費

根拠法令等 法律等 電気事業法、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、大気汚染防止法、建築物における衛生的環境の確保に関する法律、消防法

事業実施内容

本庁舎・分庁舎施設の総合管理業務、窓口業務委託事業開始に伴う執務室のレイアウト変更業務、庁舎の各種修繕
対応等を行った。
また、必要な執務スペースを確保するため、民間ビルの賃借を行った。

千円 負担金補助及び交付金 28,632　千円 共益費負担金、光熱水費負担金等
その他 44,771　千円 旅費、役務費

148,212　千円 消耗品費、施設修繕費、光熱水費等

不明 年度 終了（予定）年度

目 08 細目 001 説明 01会計 01 款 02 項 01

事務事業名 庁舎等管理費 担
当
課

部課名 財務部管財課

予算科目コード

藤沢市　令和４年度事務事業評価シート簡易版（令和３年度分） No. 3

対象 １．個人 市民 438,968 人

未定 年度 事業の性質 任意自治事務

事業概要

本庁舎施設の維持、管理及び修繕等を行う。
また、民間建物を賃借する。

課等の長 宮治　洋介 電話 2371

事業開始年度



　

５．事務事業の評価と今後の方針

６．部長確認欄

3 - 2

部名 財務部 氏名 山口　剛 確認日 2022/9/2

事業の方向性 　現状維持

今
後
の

方
針

公
平
性

事務事業の公平性は高いか 高

そ
の
他

上記評価の視点以外に、特記すべき内容 無

高

効
率
性

事務事業の実施にあたり、効率性は高いか 高

評
価

評価の視点と具体的内容

必
要
性

藤沢市がこの事務事業に対し支出する必要性は高いか 高

有
効
性

事務事業の実施手法の有効性は高いか



１．事業概要

２．歳出支出済額及び財源内訳

事業費節別財源内訳

４．コスト分析

行政費用 A

(1)現金を伴う支出　　 （千円）

(2)現金を伴わない支出 （千円）

①減価償却費

②退職給与引当金繰入額

③不納欠損額

④その他 ( )

事務事業名 財産等管理費 担
当
課

部課名 財務部管財課

予算科目コード

藤沢市　令和４年度事務事業評価シート簡易版（令和３年度分） No. 4

対象 １．個人 市民 438,968 人

未定 年度 事業の性質 任意自治事務

事業概要

市有地の測量や草刈等により、効率的かつ適正に維持管理を行うとともに、未利用地の貸付け及び売却を行い、財源
確保に努める。

課等の長 宮治　洋介 電話 2371

事業開始年度 不明 年度 終了（予定）年度

目 08 細目 002 説明 01会計 01 款 02 項 01

歳
　
　
　
出

R3年度
支出済額

事業費節別内訳

費　　目 支出済額　（千円） 主な内容

需用費

根拠法令等 その他（要綱等） 藤沢市公有財産規則

事業実施内容

・不動産鑑定評価（弥勒寺四丁目693番地8他4カ所）
・草刈作業（遠藤市有地樹木剪定他16カ所）
・測量等業務委託（藤沢市江の島一丁目159番地先他3カ所）
・施設修繕（江の島１丁目10番地先他3カ所）
・火災保険の加入（公益社団法人全国市有物件災害共済会への委託）

千円 負担金補助及び交付金 231　千円 負担金（参加者負担金・各種協議会会費等）
その他 475　千円 旅費、土地賃借料

2,569　千円 消耗品費、施設修繕費、印刷製本費

役務費 13,303　千円 市有地草刈り、市有地不動産鑑定評価、建物等損害保険

19,846 委託料 3,268　千円 市有財産の表示に関する登記業務等

千円 県支出金 合計 2.30人工
その他 （　　　　　　　　　　　） ※再任用・任期付（フルタイム勤務）を含み、会計年度

（フルタイム勤務）を除く

常時勤務職員※ 2.30人工
19,846 国庫支出金 短時間勤務職員（再任用・任期） 0.00人工

使用料・手数料

令和3年度

支
出

65,067 52,754 43,445 38,990

51,503 52,670 45,212 39,837

一般財源 19,846　千円

会計年度任用職員(配置数) 0.00人

コ
ス
ト

　年　度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

財
源
内
訳

R3年度
支出済額

費　　目 支出済額　（千円） ３．事務事業に関わる職員数（任用形態別）
分担金・負担金 令和3年度

0

人件費合計（①＋②＋③） 30,835 31,100 26,939 19,991

事業費（支出済額） 20,668 21,570 18,273 19,846

償還金利子 0 0 0

1,501 1,849 1,407 961

0

13,564 84 -1,767 -847

25,532 19,030

②会計年度任用職員の報酬等 0 0 0 0

①常時勤務職員等の給与等 29,334 29,251

③退職金相当額

件成
果
実
績

指
標
名

普通財産の貸付及び売却の件
数

目
標

貸付件数　62
売却件数  　6

単位

件

実
績

貸付件数　62
売却件数　　3

単位

0 0 0

0 0 0 0

10,789 56 56 56

2,775 28 -1,823 -903

※1 事業費（支出済額）・・・令和元年度以前の事業費は、支出済額から非常勤報酬額（「②会計年度任用職員の報酬等」欄の数値）を除いた額
※2 常時勤務職員等の給与等・・・任用形態別の平均給与に人工数を乗じ算出
※3 会計年度任用職員の報酬等・・・令和元年度以前の数値は、非常勤職員報酬額を示すもの
※4 退職金相当額・・・年度内に発生した退職金総額を年度当初一般職員数で除し、事業に従事する一般職員数を乗じたもの

件 件 件 件

備考

貸付件数　57
売却件数　　6

単位 貸付件数　63
売却件数　　9

単位 貸付件数　63
売却件数　　6

単位

市民１人あたりの負担額  A/人口　（円） 151.56 429,317 121.82 433,060 99.85 435,121 88.82 438,968

貸付件数　62
売却件数  　9

単位 貸付件数　57
売却件数  　6

単位 貸付件数　63
売却件数  　9

単位

件 件



　

５．事務事業の評価と今後の方針

６．部長確認欄
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公
平
性

事務事業の公平性は高いか 高

そ
の
他

上記評価の視点以外に、特記すべき内容 無

高

効
率
性

事務事業の実施にあたり、効率性は高いか 高

評
価

評価の視点と具体的内容

必
要
性

藤沢市がこの事務事業に対し支出する必要性は高いか 高

有
効
性

事務事業の実施手法の有効性は高いか

事業の方向性 　現状維持

今
後
の

方
針

部名 財務部 氏名 山口　剛 確認日 2022/9/2



１．事業概要

２．歳出支出済額及び財源内訳

事業費節別財源内訳

４．コスト分析

行政費用 A

(1)現金を伴う支出　　 （千円）

(2)現金を伴わない支出 （千円）

①減価償却費

②退職給与引当金繰入額

③不納欠損額

④その他 ( )

※1 事業費（支出済額）・・・令和元年度以前の事業費は、支出済額から非常勤報酬額（「②会計年度任用職員の報酬等」欄の数値）を除いた額
※2 常時勤務職員等の給与等・・・任用形態別の平均給与に人工数を乗じ算出
※3 会計年度任用職員の報酬等・・・令和元年度以前の数値は、非常勤職員報酬額を示すもの
※4 退職金相当額・・・年度内に発生した退職金総額を年度当初一般職員数で除し、事業に従事する一般職員数を乗じたもの

台 台 台 台

備考

183,612
単位

189,965
単位

192,918
単位

市民１人あたりの負担額  A/人口　（円） 22.05 429,317 20.63 433,060 27.92 435,121 27.96 438,968

180,936
単位

190,000
単位

190,000
単位

台 台 台成
果
実
績

指
標
名

駐車場利用台数

目
標

182,834
単位

台

実
績

173,008
単位

0 0 0

0 0 0 0

3,846 3,846 3,846 3,846

-32 2 603 604

0

3,814 3,848 4,449 4,450

4,910 5,792

②会計年度任用職員の報酬等 0 0 0 0

①常時勤務職員等の給与等 2,750 2,742

③退職金相当額

0

人件費合計（①＋②＋③） 2,891 2,915 5,181 6,084

事業費（支出済額） 2,761 2,171 2,519 1,740

償還金利子 0 0 0

141 173 271 293

令和3年度

支
出

9,466 8,934 12,149 12,275

5,652 5,086 7,700 7,824

一般財源

会計年度任用職員(配置数) 0.00人

コ
ス
ト

　年　度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

財
源
内
訳

R3年度
支出済額

費　　目 支出済額　（千円） ３．事務事業に関わる職員数（任用形態別）
分担金・負担金 令和3年度

1,740

千円 県支出金 合計 0.70人工
その他 （建物貸付収入） 1,740　千円 ※再任用・任期付（フルタイム勤務）を含み、会計年度

（フルタイム勤務）を除く

常時勤務職員※ 0.70人工
1,740 国庫支出金 短時間勤務職員（再任用・任期） 0.00人工

使用料・手数料

歳
　
　
　
出

R3年度
支出済額

事業費節別内訳

費　　目 支出済額　（千円） 主な内容

需用費

根拠法令等

事業実施内容

藤沢市朝日町駐車場にかかる消耗品の購入及び修繕を実施した。

千円

1,740　千円 管制装置関係消耗品、施設修繕、光熱水費

平成 7 年度 終了（予定）年度

目 08 細目 003 説明 01会計 01 款 02 項 01

事務事業名 朝日町駐車場管理費 担
当
課

部課名 財務部管財課

予算科目コード

藤沢市　令和４年度事務事業評価シート簡易版（令和３年度分） No. 5

対象 １．個人 市民 438,968 人

未定 年度 事業の性質 任意自治事務

事業概要

藤沢市朝日町駐車場は令和3年度から、財源確保のため、民間事業者に建物貸付事業を実施している。
本事業費予算については、藤沢市朝日町駐車場にかかる、ゲートバーや市役所利用者用の駐車券認証機等の購入及
び駐車場の修繕を行う。

課等の長 宮治　洋介 電話 2371

事業開始年度



　

５．事務事業の評価と今後の方針

６．部長確認欄
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部名 財務部 氏名 山口　剛 確認日 2022/9/2

事業の方向性 　現状維持

今
後
の

方
針

公
平
性

事務事業の公平性は高いか 高

そ
の
他

上記評価の視点以外に、特記すべき内容 無

高

効
率
性

事務事業の実施にあたり、効率性は高いか 高

評
価

評価の視点と具体的内容

必
要
性

藤沢市がこの事務事業に対し支出する必要性は高いか 高

有
効
性

事務事業の実施手法の有効性は高いか


